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ナマズにみる象徴現象

一古代エジプト文明と現代アフリカの種族を例として-

人は身近に存在する特定の魚類の習性や形態を観

察し認識することで、国や地域の文化を象徴する表

現として、 その魚類をみることがある。例えば、 日

本では地震の前にはナマズが敏感な反応を示すこと

から、 ナマズが 「地震を予知する魚」として、 知ら

れている。それは、「般が水中成分の変化、水流の変

化、水面下の物音や電気放射のような幾多の物理現
象を触嶺や体側の鋭敏きわまりない神経細胞組織で
知覚しているJIと考えられているからである。 で

は、 日本以外ではナマズをどのような象徴表現とし
てみているのであろうか。

そこで、 小論では、 ナマズが特異な地位を占めて

いる古代エジプト文明と現代アフリカの種族を取り
上げて、その一端を垣間見ることにしよう。まず、古

代エジプトではナマズが玉名の一部に、また文学作

品や宗教テキスト等にも記されていることを明らか

にしたい。 次に、 現代アフリカの種族の中には、 ナ

マズがヰIjJ話的な役割を演じたり、妊娠や出産を促す
儀礼に用いられたりすること等を提示したい。

古代エジプト文明にみ

るナマズの象徴表現

萩生田 憲昭

セレクとH乎ばれる王宮の正面を表す矩形の枠が猫か
れている。この枠内にナルメル王の名前を示すナマ

ズ(古代エジプト語で「ナルJ)と盤(古代エジプト

語で「メルJ )の象形文字が刻まれている。ここに描

かれるナマズ[図l参照J2は現在のナイル河に棲息
するヒレナマズ 科 C l ari as angui/l a r is3或いは

Heterobranchus bidorsalis4又はHeterobranchus

わngl仙's53種のいずれかに同定できると言われてい

る。 では、 この3穫を比較してみよう。 Cl arias

anguillarisは、 触霧4対、 体長約75cm。 脂ピレがな

く、 長い背ピレが存在し、 ナイル河全域に稜息して

いる。一方、Heterobranchus bidorsalisは、角rt!嶺4対、

体長約77cm。長い背ピレと短い脂ピレがある。 棲息
地はエジプトでは珍しく、スーダンのハルツーム以

北の白ナイル河である。 また、 Heterobranchus

longifilisは、 触君主4対、 体長約72cm。 短い背ピレと
長い脂ビレがある。棲息地は上エジプトのJレク ソー
ルからハルツームである。

このパレットに描かれているナマズは、長い背ピ

紀元前3000年頃、上­
下エジプトの統ーがナ

ルメル王により成し遂

げられ、その最初の統一

国家出現を示唆する記

念的奉納用の化粧版が
「ナlレメル王の パ レ ッ

ト」である。 このパレッ

トの表側の第l段には、 図l ナルメル玉パレットの表側第l段に猫かれているナマズ
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図2 í洞窟の書jの第3 ìlñJ穏に射同

レと短い脂ピレがあることから、ヒレから推測する

と、Helerobranchus bidorsalisに同定できるかもしれ

ない。 一方棲息地から推測すると、 Heterobranchus

longifilisの棲息地が、 特にJレクソールと言われてお

り、ナルメJレ王がヒエジプト出身の王であることと

関連付ければ、 この魚に同定できる かもしれない。

しかし現在ナイル河に棲息する上記の2種類のナ

マズの触類はいずれも4 対つまり8本であるが、 パ

レットに描かれたナマズの触顎は第i段目では 1 0

本、 第2段目は9 本、 裏側の第l段目は6 本であり、

触類が全く呉なる。さらにナルメル王 から約6 00 年
後の第5王朝ティのマスタパ及び第6 王朝メレルカ

のマスタパの壁画に描かれた魚は、現在の魚と識別

し同定できると言われるが、パレットに拙かれたこ

のHelerobranchus腐は、不思議なことにこれらの壁

画には描かれていない九それは神なる王の名前と

して用いた魚を他の魚と安易に同列に描くことがで

きなかったのであろうか。つ まり、この神聖な魚は、

現時点では同定でき得る資料が唯一このパレットで

あり、また壁画に全く拙かれていないことと合わせ

れば、 これ以上の同定作業は困難である。
では、なぜヒレナマズ科のナマズを王名の一部に

取り入れたのであろうか。それは、 次に記すナマズ

の神秘的で不可解な習性や形態等に対する畏怖と官
従により生じたのであると推察したい7。①偲の上

部に空気呼吸のできる特殊な器官を発達させている

ことから、乾いた大地でもヒレを利用して身をくね

らせながら広行移動で、きる。②体型は扇平で、 表面
は鱗がなくヌルヌlレしており、頭部がカプトのよう

に頑丈な骨板で礎われている。③産卵の時期と豊か

な実りが約*されるナイル河の増水時期とが一致す

る。@同類のナマズでも飲み込んでしまう程気質は

非常に荒く食食である。
ところで、先に述べたティ及びメレルカのマスタ

パには神話的世界を暗示させる「牧人の歌Jが材初、
れているSが、そこにはナマズが次のように現れる。

「西方のや11よ。 牧人はどこにいるのか。 牧人はf{lと

共に水の中にいる。牧人はナマズと話をする。牧人

はオクシリンコス魚に挨拶をする。牧人はどこにい

るのか。 西方の牧人よ。」西方 つまり冥界にいる牧

人と話す魚になぜナマズが選ばれたのであろうか。
それはナマズカ液行性かつ濁った水を好む底核魚で

あること、言い変えれば暗黒の世界に住む魚と考え

られ、冥界の牧人と話す魚、にナマズが選ばれたので

はないだろうか。 ちなみにこのナマズをClarias

anguilωnsに同定する学者がいる九新王国時代(紀
元前約1550- 1 069 年)になると、宗教テキスト「洞

潤の番J と「アムドゥアトJにナマズが現れる。ま

ず「洞請の容jとは太陽布11が生命の担い手として、ま

た暗黒領域における光として、下界の12の洞窟を旅

する内容である。 ナマズが拙かれるのは第2 および

第3洞窟である10。 第2 洞窟の上段では、 頭部がナ

マズ却をしたネ1112 対2組と頭部がトガリネズミ型を
した布þ4対4組が棺に入って描かれている。添え 書

きによると、 ナマズは冥界の王オシリスの顕現と

なったとされる。第3洞窟では、 頭部がナマズ型を

した7事11が聖なる大きな蛇の胎内に居るや11々となっ

ている[図2参照]日。この7柱のやþ々であるナマズ
は7 つの頚椎を表すのではないかとみなす学者がい

る九興味深いことには、 この 7柱の神々にはそれ

ぞれ名称が「オシリスJ íアディ (アジュ)J íケセ

シィHイフェフィJíレミィJ íセ ニィHメへヒィ」
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と添えられている。 この「イフェフィJがもう一度

現れるのが「アムドゥアトjの第8時の場面である。
「アムドゥアトJとは太陽神がケプリとして再生す

るために、12時間を経る地下世界を旅する内容であ

る。 この第8時の上段に特徴的な長い触讃をもっ頭
部がナマズ型をした「イフェフィ」と称する神が腰

掛けている。EホJレヌンクによると、「この『イフエ

フィjはfナルjに対する代用の名前として使われ
ている名称である」とする130

さらにラムセス3世の墓や4世の石棺等には、 前

述した頭部がナマズ型をした 「ケセシィJ 1イフェ

フィ」を含む4柱の神々の図柄が拙かれているH。こ

の神々は夜間の航行において太陽円盤を象徴する球

を綱で引っ張る大地の利lアケルを助けているのであ

る15。要するに、 宗教テキストでは神聖なるナマズ

は冥界を夜間航行する太陽神を道案内する役割を
担っているのである。超自然界を背景にする新王国

時代の作品の「二人兄弟の物語Jで‘は、神であるパー
タの性器をナマズが飲み込んでしまうことが記され

ている16。 性器を飲むということは、 生命誕生を阻

止する役割をナマズが担っていると見たい。 また、

同時代のパピルスにナマズが「夢判断Jに用いられ

ている1701身を聞いたナマズを食べている夢を見る

場合、f凶jを意味し、 それはクロコダイ1レに襲われ

るということを暗示している」と言われている。さ
らに神聖化されたClarias属はミイラ化されている18

が、 特に医学文書「エーベルス・ パピルスJの中に

は、 Clarias anguillarisの平衡感覚に関係がある耳石
が挙げられている19。またナマズの頭骨が民間信仰

による霊的交感による治療薬として偏頭痛に処方さ
れていることである20。そして下エジプト第151Hで

はナマズを忌み嫌っていた21が、 一方下エジプト第

18州プパステイス神殿の聖なる池では、ローマ時代

(紀元後l世紀頃)までナマズが飼われていたことが

イ云わっている22 のである。

現代アフリカの種族

まず、壮大かっ精綴な神話体系をもっと言われる
ドゴン族から見ていくことにしよう。マリに住むド

ゴン族の創世神話による23と、 創造神アンマは、 最
初の生ある存在であるノンモ・アナゴンナと呼ばれ

るナマズを創った。布þ話的な役割を演じるこの魚に
見立てているのがニジ、エール河に棲息するヒレナマ
ズ科の Clarias senegalensisである。 ナマズはドゴン

族では胎児の象徴でもある24。 それは水の中にいる

18 

ナマズの状態が羊水の中で体を曲げている胎児の様
子に似ていると信じられているからである。さらに

ナマズには鱗がなく人間と同様すべすべしており、

ナマズが口から空気を吐き出す時に音を発すること
や付帯する呼吸器官によって水の外でしばらく生き

ることができること等ナマズの習性が人間になぞら
えているのである。そのことが、 ドゴン族の先行儀

礼の一つである結婚式と婚姻の給付にもナマズが関

連することになる250 つ まり娘が初潮を迎えると、

男は)J台児の象徴であるナマズ2匹と子宮の象徴であ
るヒョウタンを娘の母親に贈る。娘は贈られた2匹

のナマズを頭からまるごと食べなければならない
しそれによって彼女の胎内で「ただちに胎児が形

成されるJと信じられている。 しかし彼女が、 なか

なか妊娠しない場合には、腹にじかにナマズの背骨

をあらわす傷痕を 「生殖を容易にするために」つけ

られるという。また死の儀礼にもナマズが関連する

ことも興味深い。なお、 ナイジエリアのテイヴ族も

出産を促すために女性の腹部に「ナマズ」を象徴す

る傷痕を行うと言われるが、近年の研究では傷痕は

さらに深い宗教的意味をもっていると見られてい
る260

次に、ドコン族と歴史的文化的にも深い関係があ
るマリンケ族やパンパラ族等マンデ系民族は、神話

的 な 役 割 を、 ニジエール川に 棲 息 す る
Heterobranchus bidorsαlisとClarias senegalensisとい

う魚に与えている。 創世:神話によると、 水の精霊

ファロの化身である2つの魚、 つまりマンノゴ・ ブ
レとマンノゴ・フイが天から降りて.きたという。 こ

のマンノゴ・ ブレがHeterobranchus bidorsalisであ

り、 ファロ自身を代表し、 地上や水中でファロと人

類の仲介者となったことから、この魚が人々にとっ

て禁忌とされるのである。 一方マンノゴ・ フィが
Clarias senegalensisであり、 ファロの息子である人

間の原型になる270 なお、 このHe terobranchus

bidorsalisに関して興味深い伝承がある。 ぞれは今
日、 ソモノ族とボゾ族によって厳しく噂守される近

親婚の禁止は、本来、 捕まえても食べてもいけない
この魚に関しての禁制をボソ。族の先祖たちが破った

という伝え28からである。 このボゾ族は、 丸木舟の
縁にポJレヨ(Polyo)と言われる記号をパンパラ族に

知 らせ る た め に3つ 描い て い る 。 ポルヨは

Heterobranchus bidorsalis及び longifilisを示唆し、 パ

ン パ ラ 族 のー親 族集団で あ るコウリパ リ族
(koulibali) は、 この2種類の魚を禁忌としてい



る290

さらにドゴン族とそれ程遠くない地域に住むグル

マンチュ族は、ドゴン族問機に人聞の胎児をナマズ
になぞられる加。 というのは、 ナマズも胎児もとも

に水の中で成長するからである。つまりナマズは湿

地の水、 胎児は羊水の中でである。 それ故、 ナマズ
が女性の胎内に入るとすぐに胎児に変わると信じら

れている。 特にこの部族は、 C/arias anguilfarisに対
して強い関心をもっている。 それは、 この魚が水の

外ででもしばらく生きることができ、鱗がなく滑ら

かな表面が人間の体を連想するからだ31という。
ザイール(現コンゴ民主共和1医1) のンガンドゥ族

は、 Heterobranchus longifilisを幼児に対する、 及び

乳幼児を持 つ両親に対する食物規制の対象としてい

る320 同じザイールの ソンゴーラ族エニャ支族は、

Heterobranchus longi削sを 4 つの生長段階に分ける
“出世魚"と見ているお。また、 エチオピアのコエグ
族も5段階に分ける出世魚として、C/arias gariepinus 
を見なしているM。

なお、14世紀�19世紀末に栄えたベニン王国(現

ナイジエリア共和国)で作られた装飾板にナマズが

描かれているのが少なくない。その一 つに外側に曲

がった足が2 匹のナマズで表されているいわゆる

「魚足王オパ・オヘンの青銅製装飾版Jがあるお。 ベ
ニンの伝承によると、ナマズは川の祈1オロクンの平

和・繁栄・多産の象徴でもあり、村iオパの領域であ
る陸地と村1オロクンの領域である水中との聞を行き

来する生き物であるとされる。ちなみにこのナマズ

を何種類かのナマズ類に同定することが試行されて

いる。 その中で Clarias anguil/arisを挙げているが、

その理由は、この魚が特殊な呼吸器官を備えている

ため水から出て陸上でもしばらく生きることができ

る異常な力を所有するからだ36とする。

以上、 古代エジプ卜文明と現代アフリカの種族
が、 ナマズをどのように見てきたのか探ってみた。

古代エジプトでは、ナマズが神聖な魚であるからこ

そ禁思にもなる。また、生命誕生を阻止する一方、太

陽神の複活を手助けするという両義性も持ち合わせ

ているのである。 現代アフリカの種族でも、 ナマズ
が神聖な魚であるとともに禁忌にもなる。また人聞

のJJ台児の象徴でもある。上記の通り、 現時点で調べ

た限りにおいては、アフリカ全域には数多くのナマ
ズ類が棲息しているが、その中でもヒレナマズ科が

特異な地位を占めていることがわかる。では、 なぜ

このヒレナマズ科が、 そのようにみられてきたの

か。 それはこの魚が魚類にもかかわらず、 陸上でも
短時間なら生き長らえることができる神秘的な魚で
あるため、古代エジプト及び現代アフリカの種族に

とって、王名・文学作品・宗教テキスト・創世ヰ111話・

儀式等に用いる特別な存在であったからだと見なし

たい。
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